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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＰＧを貯留する燃料タンクと、
　ＬＰＧを燃料とする、エンジンルーム内に配置された推進用エンジンと、
　前記燃料タンクから前記エンジンへＬＰＧを供給する、前記エンジンルーム外に第１遮
断弁が設けられた燃料供給ラインと、
　前記エンジンから前記燃料タンクへ未使用のＬＰＧを回収する、前記エンジンルーム外
に第２遮断弁が設けられた燃料回収ラインと、
　前記エンジンルームと前記第２遮断弁の間で前記燃料回収ラインに不活性ガスを供給す
る第１パージラインと、
　第３遮断弁が設けられた第２パージラインにより、前記エンジンルームと前記第１遮断
弁との間で前記燃料供給ラインと接続されたパージタンクと、を備え、
　前記第２パージラインおよび前記パージタンクは、前記燃料供給ラインにおける前記エ
ンジンルーム内に存する部分および前記燃料回収ラインにおける前記エンジンルーム内に
存する部分よりも下方に配置されている、船舶。
【請求項２】
　前記燃料供給ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分は、前記エンジンに向
かって上り勾配であり、
　前記燃料回収ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分は、前記エンジンに向
かって下り勾配である、請求項１に記載の船舶。
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【請求項３】
　前記燃料タンクに供給されるＬＰＧを０℃以上に加熱する加熱器をさらに備え、
　前記燃料タンクは、ＬＰＧを当該燃料タンク内の温度での飽和蒸気圧力以上の圧力で保
持する、請求項１または２に記載の船舶。
【請求項４】
　前記燃料回収ラインには、ＬＰＧを所定の温度まで冷却する冷却器が設けられている、
請求項１～３の何れか一項に記載の船舶。
【請求項５】
　前記燃料回収ラインには圧力調整弁が設けられており、この圧力調整弁は、当該圧力調
整弁の上流側のＬＰＧの圧力を前記エンジンの出口でのＬＰＧの温度での飽和蒸気圧力ま
たは想定される最大温度における飽和蒸気圧力よりも高くなるように調整する、請求項１
～４の何れか一項に記載の船舶。
【請求項６】
　前記燃料タンクは、ＬＰＧが導入されるストレージタンクと、前記ストレージタンクか
らＬＰＧが供給される、前記燃料供給ラインおよび前記燃料回収ラインにより前記エンジ
ンと接続されたサービスタンクを含む、請求項１～５の何れか一項に記載の船舶。
【請求項７】
　前記サービスタンクには、不活性ガスが導入される、請求項６に記載の船舶。
【請求項８】
　前記パージタンクは、第４遮断弁が設けられた返送ラインにより前記燃料タンクと接続
されており、
　前記第１遮断弁、前記第２遮断弁、前記第３遮断弁および前記第４遮断弁を制御する制
御装置をさらに備え、
　前記制御装置は、前記燃料供給ラインおよび前記燃料回収ラインを通じて前記燃料タン
クと前記エンジンとの間でＬＰＧを循環させるときは、前記第３遮断弁を閉じるとともに
前記第１遮断弁および前記第２遮断弁を開き、前記燃料供給ラインにおける前記エンジン
ルーム内に存する部分および前記燃料回収ラインにおける前記エンジンルーム内に存する
部分を不活性ガスでパージするパージ作業を行う際は、前記第１遮断弁、前記第２遮断弁
および前記第４遮断弁を閉じるとともに前記第３遮断弁を開き、前記パージ作業が完了し
た後に前記第４遮断弁を開く、請求項１～７の何れか一項に記載の船舶。
【請求項９】
　前記パージタンクの圧力を検出する圧力計をさらに備え、
　前記制御装置は、前記圧力計で検出される前記パージタンクの圧力が所定値以上となっ
たときに、前記パージ作業が完了したと判定する、請求項８に記載の船舶。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＰＧを燃料とする推進用エンジンを含む船舶に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の船舶では、一般的に、推進用エンジンの燃料は重油などの燃料油かＬＮＧ（Liqu
efied Natural Gas）であった。近年では、推進用エンジンの燃料としてＬＰＧ（Liquefi
ed Petroleum Gas）を用いることも提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、燃料タンクから推進用エンジンへＬＰＧを液体のまま供給す
る船舶が開示されている。ＬＰＧを燃料として用いた場合には、燃料油と比べて硫黄酸化
物対策が不要であるとともに二酸化炭素排出量が少ないというメリットがあり、ＬＮＧと
比べて比重が大きいために燃料タンクを小型化できるというメリットがある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国公開特許第２０１２－０１１３３９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＬＰＧを燃料として用いる場合には、燃料タンクと推進用エンジンとを燃料供給ライン
および燃料回収ラインにより接続し、燃料タンクとエンジンとの間でＬＰＧを循環しなが
ら必要量だけエンジンで使用することが考えられる。
【０００６】
　ところで、推進用エンジンの燃料としてＬＮＧやＬＰＧのような低沸点燃料を用いた場
合には、燃料を使用しないときおよび緊急時にはエンジンルーム内の燃料用配管を不活性
ガスでパージすることが一般的に必要である。しかしながら、上述したような燃料供給ラ
インおよび燃料回収ラインを用いた構成では、液体のＬＰＧを、不活性ガスの供給によっ
てエンジンルーム外へ追い出すことは困難である。
【０００７】
　そこで、本発明は、ＬＰＧが流れる燃料供給ラインおよび燃料回収ラインにおけるエン
ジンルーム内に存する部分を不活性ガスで容易にパージすることができる船舶を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の船舶は、ＬＰＧを貯留する燃料タンクと、ＬＰＧ
を燃料とする、エンジンルーム内に配置された推進用エンジンと、前記燃料タンクから前
記エンジンへＬＰＧを供給する、前記エンジンルーム外に第１遮断弁が設けられた燃料供
給ラインと、前記エンジンから前記燃料タンクへ未使用のＬＰＧを回収する、前記エンジ
ンルーム外に第２遮断弁が設けられた燃料回収ラインと、前記エンジンルームと前記第２
遮断弁の間で前記燃料回収ラインに不活性ガスを供給する第１パージラインと、第３遮断
弁が設けられた第２パージラインにより、前記エンジンルームと前記第１遮断弁との間で
前記燃料供給ラインと接続されたパージタンクと、を備え、前記第２パージラインおよび
前記パージタンクは、前記燃料供給ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分お
よび前記燃料回収ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分よりも下方に配置さ
れている、ことを特徴とする。
【０００９】
　上記の構成によれば、第２パージラインおよびパージタンクが燃料供給ラインおよび燃
料回収ラインにおけるエンジンルーム内に存する部分よりも下方に配置されている。従っ
て、燃料供給ラインおよび燃料回収ラインにおけるエンジンルーム内に存する部分を不活
性ガスでパージする場合には、第１遮断弁および第２遮断弁を閉じて第３遮断弁を開くと
ともに、第１パージラインを通じて燃料回収ラインに不活性ガスを供給すれば、重力を利
用してＬＰＧを燃料供給ラインからパージタンク内へ追い出すことができる。よって、Ｌ
ＰＧが流れる燃料供給ラインおよび燃料回収ラインにおけるエンジンルーム内に存する部
分を不活性ガスで容易にパージすることができる。
【００１０】
　前記燃料供給ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分は、前記エンジンに向
かって上り勾配であり、前記燃料回収ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分
は、前記エンジンに向かって下り勾配であってもよい。この構成によれば、燃料供給ライ
ンおよび燃料回収ラインにおけるエンジンルーム内に存する部分を不活性ガスでさらに容
易にパージすることができる。
【００１１】
　上記の船舶は、前記燃料タンクに供給されるＬＰＧを０℃以上に加熱する加熱器をさら
に備え、前記燃料タンクは、ＬＰＧを当該燃料タンク内の温度での飽和蒸気圧力以上の圧
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力で保持してもよい。この構成によれば、燃料タンクならびに燃料供給ラインおよび燃料
回収ラインを構成する配管を、ニッケル基合金などの低温鋼材でなく一般的な鋼材で構成
することができるので、コストを低減することができる。
【００１２】
　前記燃料回収ラインには、ＬＰＧを所定の温度まで冷却する冷却器が設けられていても
よい。この構成によれば、回収されたＬＰＧが燃料タンク内でフラッシュ（急激に気化）
することを抑制することができる。
【００１３】
　前記燃料回収ラインには圧力調整弁が設けられており、この圧力調整弁は、当該圧力調
整弁の上流側のＬＰＧの圧力を前記エンジンの出口でのＬＰＧの温度での飽和蒸気圧力ま
たは想定される最大温度における飽和蒸気圧力よりも高くなるように調整してもよい。こ
の構成によれば、燃料回収ラインにおいてＬＰＧがフラッシュすることを防止することが
できる。
【００１４】
　前記燃料タンクは、ＬＰＧが導入されるストレージタンクと、前記ストレージタンクか
らＬＰＧが供給される、前記燃料供給ラインおよび前記燃料回収ラインにより前記エンジ
ンと接続されたサービスタンクを含んでもよい。この構成によれば、燃料タンクをＬＰＧ
導入用のストレージタンクとＬＰＧ循環用のサービスタンクとに分けることができる。
【００１５】
　前記サービスタンクには、不活性ガスが導入されてもよい。この構成によれば、サービ
スタンクの保持圧力を飽和蒸気圧力よりも高くすることができ、ＬＰＧをエンジンへ供給
するポンプの必要有効吸込ヘッド（ＮＰＳＨｒ）の確保が容易になる。
【００１６】
　前記パージタンクは、第４遮断弁が設けられた返送ラインにより前記燃料タンクと接続
されており、上記の船舶は、前記第１遮断弁、前記第２遮断弁、前記第３遮断弁および前
記第４遮断弁を制御する制御装置をさらに備え、前記制御装置は、前記燃料供給ラインお
よび前記燃料回収ラインを通じて前記燃料タンクと前記エンジンとの間でＬＰＧを循環さ
せるときは、前記第３遮断弁を閉じるとともに前記第１遮断弁および前記第２遮断弁を開
き、前記燃料供給ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分および前記燃料回収
ラインにおける前記エンジンルーム内に存する部分を不活性ガスでパージするパージ作業
を行う際は、前記第１遮断弁、前記第２遮断弁および前記第４遮断弁を閉じるとともに前
記第３遮断弁を開き、前記パージ作業が完了した後に前記第４遮断弁を開いてもよい。こ
の構成によれば、パージ作業の完了後に、不活性ガスの圧力を利用して、パージタンクに
溜まったＬＰＧを返送ラインを通じて燃料タンクへ戻すことができる。
【００１７】
　例えば、上記の船舶は、前記パージタンクの圧力を検出する圧力計をさらに備え、前記
制御装置は、前記圧力計で検出される前記パージタンクの圧力が所定値以上となったとき
に、前記パージ作業が完了したと判定してもよい。
 
 
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、ＬＰＧが流れる燃料供給ラインおよび燃料回収ラインにおけるエンジ
ンルーム内に存する部分を不活性ガスで容易にパージすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る船舶の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１に、本発明の一実施形態に係る船舶１を示す。この船舶１は、ＬＰＧを燃料とする
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推進用エンジン１２と、ＬＰＧを貯留する燃料タンク２を含む。ＬＰＧは、主成分がプロ
パンであってもよいし（プロパンガス）、ブタンであってもよい（ブタンガス）。
【００２１】
　船舶１には、エンジンルーム１１と、比較的に狭い第１機器ルーム１４と、比較的に広
い第２機器ルーム１５が形成されている。推進用エンジン１２は、エンジンルーム１１内
に配置されている。また、エンジンルーム１１内には、ＬＰＧが気化したＰＧを燃焼させ
るボイラ１３も配置されている。例えば、推進用エンジン１２は、ディーゼルサイクルま
たはオットーサイクルのレシプロエンジンである。なお、第２機器ルーム１５は、必ずし
も密閉空間である必要はなく、開放空間（オープンスペース）であってもよい。
【００２２】
　本実施形態では、燃料タンク２が、全てのルーム１１，１４，１５の外に配置された比
較的に大きな容積のストレージタンク２１と、第２機器ルーム１５内に配置された比較的
に小さな容積のサービスタンク２２とで構成されている。ストレージタンク２１とサービ
スタンク２２とは、中継ライン２６によって互いに接続されている。
【００２３】
　ストレージタンク２１内には、ＬＰＧ供給源から燃料導入ライン２３を通じてＬＰＧが
導入される。ＬＰＧ供給源は、船舶１に搭載されるカーゴタンクであってもよいし、陸上
のＬＰＧ供給設備またはＬＰＧ燃料供給船であってもよい。
【００２４】
　本実施形態では、ストレージタンク２１に温度を調整する装置が設けられておらず、ス
トレージタンク２１の温度は大気温度に追従して変化する。一方、ＬＰＧ供給源から導入
されるＬＰＧは、約－４２℃であることが多い。従って、燃料導入ライン２３には、ＬＰ
Ｇを０℃以上に加熱する加熱器２４が設けられている。そして、ストレージタンク２１は
、ＬＰＧを当該ストレージタンク２１内の温度での飽和蒸気圧力以上の圧力で保持する。
ただし、ＬＰＧ供給源である陸上のＬＰＧ供給設備やＬＰＧ燃料供給船に加熱器が装備さ
れており、船舶１に受け渡されるＬＰＧの温度が０℃以上であれば、加熱器２４は不要で
ある。
【００２５】
　なお、ストレージタンク２１の保持圧力とは、ストレージタンク２１内の気相の圧力を
いう（後述するサービスタンク２２の保持圧力も同様）。もしストレージタンク２１内に
ＰＧ以外の気体が混在しない場合には、ストレージタンク２１の保持圧力はＬＰＧの飽和
蒸気圧力と等しくなる。
【００２６】
　例えば、ストレージタンク２１内の温度が２５℃である場合は、ストレージタンク２１
の保持圧力（飽和蒸気圧力）は絶対圧で約１．０ＭＰａである。以下、圧力の表示は特記
する場合を除いて絶対圧である。なお、ＬＰＧの飽和蒸気圧力は、５０℃で約１．８ＭＰ
ａであるので、ストレージタンク２１は例えば１．９ＭＰａまで耐えられるように構成さ
れる。
【００２７】
　ストレージタンク２１の内部にはポンプ２５が設置されている。ポンプ２５の数は１つ
であっても複数であってもよい。上述した中継ライン２６の上流端は、ポンプ２５につな
がっている。また、中継ライン２６の下流端は、サービスタンク２２内で開口している。
そして、ポンプ２５により、中継ライン２６を通じてストレージタンク２１からサービス
タンク２２へＬＰＧが供給される。ただし、ポンプ２５はストレージタンク２１の外で中
継ライン２６の途中に設けられてもよい。
【００２８】
　ストレージタンク２１と同様に、サービスタンク２２には温度を調整する装置が設けら
れておらず、サービスタンク２２の温度は大気温度に追従して変化する。サービスタンク
２２は、ＬＰＧを当該サービスタンク２２内の温度での飽和蒸気圧力以上の圧力で保持す
る。
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【００２９】
　本実施形態では、サービスタンク２２が、不活性ガス導入ライン５４により図略の不活
性ガス供給源と接続されている。不活性ガス供給源は、例えばエンジンルーム１１内に配
置される。そして、サービスタンク２２内に不活性ガス導入ライン５４を通じて不活性ガ
ス（例えば、窒素）が導入された場合、サービスタンク２２の保持圧力は飽和蒸気圧力よ
りも高くなる。ただし、サービスタンク２２内に不活性ガスが存在しない場合は、サービ
スタンク２２の保持圧力はＬＰＧの飽和蒸気圧力と等しくなる。
【００３０】
　後述するようなエンジン１２とサービスタンク２２との間でのＬＰＧの循環時は、サー
ビスタンク２２の温度は大気温度よりも高くてもよい。例えば、サービスタンク２２内の
温度が４０℃である場合は、サービスタンク２２の保持圧力（飽和蒸気圧力）は約１．４
５ＭＰａである。なお、サービスタンク２２は例えば２．０ＭＰａまで耐えられるように
構成される。
【００３１】
　不活性ガス導入ライン５４には、上流側から順に、遮断弁５５および圧力調整弁５６が
設けられている。例えば、上述した不活性ガス供給源の圧力は３．０ＭＰａである。遮断
弁５５および圧力調整弁５６は、制御装置８により制御される。ただし、図１では、図面
の簡略化のために一部の信号線のみを描いている。制御装置８は、例えば、ＲＯＭやＲＡ
ＭなどのメモリとＣＰＵを有するコンピュータであり、ＲＯＭに記憶されたプログラムが
ＣＰＵにより実行される。
【００３２】
　制御装置８は、サービスタンク２２内の気相の圧力（保持圧力）を検出する圧力計９１
と電気的に接続されている。そして、制御装置８は、圧力計９１で検出される圧力が許容
範囲の下限を下回らないように、遮断弁５５および圧力調整弁５６を制御する。
【００３３】
　さらに、サービスタンク２２は、燃焼ライン７３により上述したボイラ１３と接続され
ている。燃焼ライン７３の上流端は、サービスタンク２２の上部につながっている。燃焼
ライン７３には、上流側から順に、圧力調整弁７４および加熱器７５が設けられている。
加熱器７５は、気化したＰＧと不活性ガスの混合ガスをボイラ１３での燃焼に適した温度
まで加熱する。
【００３４】
　圧力調整弁７４は、制御装置８により制御される。制御装置８は、圧力計９１で検出さ
れる圧力が許容範囲の上限を上回らないように、圧力調整弁７４を制御する。なお、図示
は省略するが、燃焼ライン７３には、ボイラ１３へ供給される混合ガスを１．０ＭＰａ以
下に減圧する圧力調整弁も設けられる。
【００３５】
　また、サービスタンク２２は、燃料供給ライン３１および燃料回収ライン４１により推
進用エンジン１２と接続されている。つまり、燃料供給ライン３１を通じてサービスタン
ク２２からエンジン１２へＬＰＧが供給され、燃料回収ライン４１を通じてエンジン１２
からサービスタンク２２へ未使用のＬＰＧが回収される。換言すれば、サービスタンク２
２とエンジン１２との間で、燃料供給ライン３１および燃料回収ライン４１を通じてＬＰ
Ｇが循環する。
【００３６】
　燃料供給ライン３１の上流端は、サービスタンク２２の下部につながっている。一方、
燃料供給ライン３１におけるエンジンルーム１１内に存する部分（以下、エンジンルーム
内延在部という）３１ａは、エンジン１２に向かって上り勾配となっている。
【００３７】
　燃料供給ライン３１には、上流側から順に、ポンプ３２、加熱器３３および遮断弁３４
（本発明の第１遮断弁に相当）が設けられている。これらの機器３２～３４は、エンジン
ルーム１１の外に配置されている。より詳しくは、ポンプ３２および加熱器３３は第２機
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器ルーム１５内に配置され、遮断弁３４は第１機器ルーム１４内に配置されている。加熱
器３３は、ＬＰＧをエンジン１２の要求温度（例えば、４５℃）まで加熱する。
【００３８】
　遮断弁３４は、制御装置８により制御される。遮断弁３４の制御については、後述にて
詳細に説明する。
【００３９】
　燃料回収ライン４１の下流端は、サービスタンク２２内で開口している。一方、燃料回
収ライン４１におけるエンジンルーム１１内に存する部分（以下、エンジンルーム内延在
部という）４１ａは、エンジン１２に向かって下り勾配となっている。
【００４０】
　燃料回収ライン４１には、上流側から順に、第１圧力調整弁４２、遮断弁４３（本発明
の第２遮断弁に相当）、冷却器４４および第２圧力調整弁４５（本発明の圧力調整弁に相
当）が設けられている。これらの機器４２～４５は、エンジンルーム１１の外に配置され
ている。より詳しくは、第１圧力調整弁４２および遮断弁４３は第１機器ルーム１４内に
配置され、冷却器４４および第２圧力調整弁４５は第２機器ルーム１５内に配置されてい
る。冷却器４４は、ＬＰＧを所定の温度（例えば、４０℃）まで冷却する。
【００４１】
　第１圧力調整弁４２、遮断弁４３および第２圧力調整弁４５は、制御装置８により制御
される。なお、遮断弁４３の制御については、後述にて詳細に説明する。制御装置８は、
エンジン１２の入口でのＬＰＧの圧力を検出する圧力計９２、および第２圧力調整弁４５
の上流側のＬＰＧの圧力を検出する圧力計９３と電気的に接続されている。本実施形態で
は、圧力計９３が冷却器４４の下流側に位置しているが、圧力計９３は冷却器４４の上流
側に位置してもよい。
【００４２】
　第１圧力調整弁４２に関しては、制御装置８は、圧力計９２で検出される圧力がエンジ
ン１２の要求圧力となるように第１圧力調整弁４２を制御する。一方、第２圧力調整弁４
５に関しては、ＬＰＧの温度はＬＰＧがエンジン１２を通過することによって少し高くな
る（例えば、５５℃）。従って、第２圧力調整弁４５の制御用の設定値として、想定され
る最大温度における飽和蒸気圧力となるような設定値を決定し（例えば、２．０ＭＰａ）
、制御装置８は、圧力計９３で検出される圧力がその設定値よりも高くなるように第２圧
力調整弁４５を制御する。
【００４３】
　あるいは、制御装置８は、エンジン１２の出口でのＬＰＧの温度を検出する温度計８１
と電気的に接続されており、圧力計９３で検出される圧力が、温度計８１で検出される温
度での飽和蒸気圧力よりも高くなるように第２圧力調整弁４５を制御してもよい。
【００４４】
　なお、本実施形態では、燃料供給ライン３１における加熱器３３と第１遮断弁３４の間
の部分が、バイパスライン１６により燃料回収ライン４１における遮断弁４３と冷却器４
４の間の部分と接続されている。バイパスライン１６には、流量制御弁１７が設けられて
いる。流量制御弁１７は、エンジン１２を通過するＬＰＧが所定の流量となるように制御
装置８により制御される。
【００４５】
　さらに、船舶１には、燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１ａおよび燃料
回収ライン４１のエンジンルーム内延在部４１ａを不活性ガスでパージするための構成と
して、第１パージライン５１、第２パージライン６１およびパージタンク６が設けられて
いる。
【００４６】
　第１パージライン５１は、燃料回収ライン４１におけるエンジンルーム１１と第１圧力
調整弁４２の間の部分を上述した図略の不活性ガス供給源と接続する。つまり、第１パー
ジライン５１を通じて、エンジンルーム１１と第１圧力調整弁４２の間で燃料回収ライン



(8) JP 6901919 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

４１に不活性ガスが供給される。第１パージライン５１には、上流側から順に、遮断弁５
２および流量制御装置が設けられている。流量制御装置は、本実施形態では流量制御弁５
３であるが、オリフィスなどであってもよい。
【００４７】
　第２パージライン６１は、燃料供給ライン３１における遮断弁３４とエンジンルーム１
１の間の部分をパージタンク６と接続する。第２パージライン６１の下流端は、パージタ
ンク６内で開口している。第２パージライン６１には、遮断弁６２（本発明の第３遮断弁
に相当）が設けられている。
【００４８】
　第２パージライン６１およびパージタンク６は、第１機器ルーム１４内で、燃料供給ラ
イン３１のエンジンルーム内延在部３１ａおよび燃料回収ライン４１のエンジンルーム内
延在部４１ａよりも下方に配置されている。
【００４９】
　さらに、パージタンク６は、返送ライン６３によりサービスタンク２２と接続されてい
るとともに、燃焼ライン７１により上述したボイラ１３と接続されている。返送ライン６
３は、液体のＬＰＧをサービスタンク２２へ戻すためのものであり、燃焼ライン７１は、
気化したＰＧと不活性ガスの混合ガスをボイラ１３へ導くためのものである。
【００５０】
　返送ライン６３の上流端は、パージタンク６内で開口しており、返送ライン６３の下流
端は、サービスタンク２２内で開口している。返送ライン６３には、遮断弁６４（本発明
の第４遮断弁に相当）が設けられている。
【００５１】
　燃焼ライン７１の上流端は、パージタンク６の上部につながっている。燃焼ライン７１
には、遮断弁７２が設けられている。なお、図示は省略するが、燃焼ライン７１には、ボ
イラ１３へ供給される混合ガスを１．０ＭＰａ以下に減圧する圧力調整弁も設けられる。
【００５２】
　上述した遮断弁５２，６２，６４，７２および流量制御弁５３は、制御装置８により制
御される。以下、これらの弁の制御を、燃料供給ライン３１の遮断弁３４および燃料回収
ライン４１の遮断弁４３の制御を含めて説明する。
【００５３】
　燃料供給ライン３１および燃料回収ライン４１を通じてサービスタンク２２とエンジン
１２との間でＬＰＧを循環させるときは、制御装置８は、第１パージライン５１の遮断弁
５２と、第２パージライン６１の遮断弁６２と、返送ライン６３の遮断弁６４と、燃焼ラ
イン７１の遮断弁７２を閉じるとともに、燃料供給ライン３１の遮断弁３４と、燃料回収
ライン４１の遮断弁４３を開く。これにより、燃料供給ライン３１および燃料回収ライン
４１を通じてＬＰＧが循環する。
【００５４】
　一方、燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１ａおよび燃料回収ライン４１
のエンジンルーム内延在部４１ａを不活性ガスでパージするパージ作業を行う際は、制御
装置８は、燃料供給ライン３１の第１遮断弁３４と、燃料回収ライン４１の遮断弁４３を
閉じるとともに、第１パージライン５１の遮断弁５２と、第２パージライン６１の遮断弁
６２を開く。このとき、返送ライン６３の遮断弁６４および燃焼ライン７１の遮断弁７２
は閉じたままである。
【００５５】
　これにより、不活性ガスが燃料回収ライン４１に供給されながら、燃料回収ライン４１
のエンジンルーム内延在部４１ａを含む上流側部分および燃料供給ライン３１のエンジン
ルーム内延在部３１ａを含む下流側部分内に存在するＬＰＧがパージタンク６内に追い出
される。これに伴い、パージタンク６の圧力が徐々に上昇する。このとき、制御装置８は
、流量制御弁５３を制御して不活性ガスの流量を調整する。
【００５６】
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　パージタンク６の圧力は、燃料回収ライン４１のエンジンルーム内延在部４１ａおよび
燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１ａの不活性ガスの通過量に依存する。
【００５７】
　そこで、制御装置８は、圧力計９４で検出される圧力が、不活性ガスを流すべき量に対
応する所定値（パージ完了圧力：例えば、１．９ＭＰａ）以上となったときに、パージ作
業が完了したと判定する。また、パージタンク６からサービスタンク２２にＬＰＧを返送
するために必要な圧力（ＬＰＧ返送必要圧力：例えば、ゲージ圧で２．０ＭＰａ）がパー
ジ完了圧力よりも高い場合は、制御装置８は、さらに継続してパージタンク６が加圧され
るように、第１パージライン５１の遮断弁５２および第２パージライン６１の遮断弁６２
を開いたままとする。そして、パージタンク６の圧力がＬＰＧ返送必要圧力以上となった
ときに、制御装置８は、第１パージライン５１の遮断弁５２および第２パージライン６１
の遮断弁６２を閉じ、その後に返送ライン６３の遮断弁６４を開く。これにより、パージ
作業の完了後に、不活性ガスの圧力を利用して、パージタンク６に溜まったＬＰＧを返送
ライン６３を通じてサービスタンク２２へ戻すことができる。
【００５８】
　ＬＰＧのサービスタンク２２への返送が完了すると、制御装置８は、返送ライン６３の
遮断弁６４を閉じるとともに、燃焼ライン７１の遮断弁７２を開き、パージタンク６内に
残存するＰＧと不活性ガスの混合ガスをボイラ１３へ供給する。
【００５９】
　以上説明したように、本実施形態の船舶１では、第２パージライン６１およびパージタ
ンク６が燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１ａおよび燃料回収ライン４１
におけるエンジンルーム内延在部４１ａよりも下方に配置されている。従って、燃料回収
ライン４１のエンジンルーム内延在部４１ａおよび燃料供給ライン３１のエンジンルーム
内延在部３１ａを不活性ガスでパージする場合には、重力を利用してＬＰＧを燃料供給ラ
イン３１からパージタンク６内へ追い出すことができる。よって、燃料回収ライン４１の
エンジンルーム内延在部４１ａおよび燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１
ａを不活性ガスで容易にパージすることができる。
【００６０】
　また、本実施形態では、ストレージタンク２１内に導入されるＬＰＧが加熱器２４によ
り０℃以上に加熱されるので、ストレージタンク２１およびサービスタンク２２ならびに
燃料供給ライン３１および燃料回収ライン４１を構成する配管を、ニッケル基合金などの
低温鋼材でなく一般的な鋼材で構成することができる。従って、コストを低減することが
できる。
【００６１】
　さらに、本実施形態では、燃料回収ライン４１に冷却器４４が設けられているので、回
収されたＬＰＧがサービスタンク２２内でフラッシュ（急激に気化）することを抑制する
ことができる。
【００６２】
　また、本実施形態では、燃料回収ライン４１の第２圧力調整弁４５によって当該第２圧
力調整弁４５の上流側のＬＰＧの圧力が想定される最大温度における飽和蒸気圧力よりも
高くなるように調整されるので、燃料回収ライン４１において（本実施形態では、ＬＰＧ
が冷却器４４で冷却される前に）ＬＰＧがフラッシュすることを防止することができる。
【００６３】
　（変形例）
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々の変形が可能である。
【００６４】
　例えば、返送ライン６３に逆止弁が設けられていれば、サービスタンク２２とエンジン
１２との間でＬＰＧを循環させるときに、遮断弁６４が閉じられなくてもよい。
【００６５】
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　また、前記実施形態では、燃料タンク２がストレージタンク２１とサービスタンク２２
で構成されていたが、ストレージタンク２１が省略され、燃料タンク２がサービスタンク
２２のみで構成されてもよい。しかし、前記実施形態のような構成であれば、燃料タンク
２をＬＰＧ導入用のストレージタンク２１とＬＰＧ循環用のサービスタンク２２とに分け
ることができる。
【００６６】
　また、燃料供給ライン３１のエンジンルーム内延在部３１ａは、必ずしもエンジン１２
に向かって上り勾配である必要はなく、水平面上で配索されてもよい。同様に、燃料回収
ライン４１のエンジンルーム内延在部４１ａは、必ずしもエンジン１２に向かって下り勾
配である必要はなく、水平面上で配索されてもよい。しかし、前記実施形態のような構成
であれば、燃料回収ライン４１におけるエンジンルーム内延在部４１ａおよび燃料供給ラ
イン３１のエンジンルーム内延在部３１ａを不活性ガスでさらに容易にパージすることが
できる。
【００６７】
　また、サービスタンク２２には、必ずしも不活性ガスが導入される必要はなく、サービ
スタンク２２の保持圧力がＬＰＧの飽和蒸気圧力と等しくてもよい。しかし、前記実施形
態のような構成であれば、サービスタンク２２の保持圧力を飽和蒸気圧力よりも高くする
ことができ、ＬＰＧをエンジン１２へ供給するポンプ３２の必要有効吸込ヘッド（ＮＰＳ
Ｈｒ）の確保が容易になる。
【００６８】
　また、燃焼ライン７１の遮断弁７２を省略し、パージタンク６からサービスタンク２２
へのＬＰＧの返送が完了するまでは燃焼ライン７１の図略の圧力調整弁が全閉とされても
よい。
【００６９】
　また、返送ライン６３を省略し、パージ作業完了後に、パージタンク６に溜まったＬＰ
Ｇの全量を気化させながら燃焼ライン７１を通じてボイラ１３へ供給してもよい。
【符号の説明】
【００７０】
　１　　船舶
　１１　エンジンルーム
　１２　推進用エンジン
　２　　燃料タンク
　２１　ストレージタンク
　２２　サービスタンク
　２４　加熱器
　２５　ポンプ
　３１　燃料供給ライン
　３１ａ　エンジンルーム内延在部
　３４　遮断弁（第１遮断弁）
　４１　燃料回収ライン
　４１ａ　エンジンルーム内延在部
　４３　遮断弁（第２遮断弁）
　５１　第１パージライン
　６　　パージタンク
　６１　第２パージライン
　６２　遮断弁（第３遮断弁）
　６３　返送ライン
　６４　遮断弁（第４遮断弁）
　８　　制御装置
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